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1　は　じ　め　に

ダイズは，土壌中に住む根粒菌と共生し，根粒という器

官を作ることによって，空気中の窒素ガスを窒素養分に変

換して利用することができる。この働きは窒素固定作用と

呼ばれ，ダイズの生長や子実生産に大きく貢献している。

普通，固定窒素は同化窒素の60～75％を占めるとされてい

る3－。このためダイズは他の作物はど窒素肥料を必要とし

ない。窒素固定作用を増進すれば，タイズの収量の増加あ

るいは窒素肥料の軽減に役立つと考えられる。しかし，窒

素固定増進の観点からの品種改良はあまり行われていない。

品種改良による窒素固定能向上のためには，まず窒素固定

活性の品種間差についての研究が必要と考えられる。

窒素固定活性に影響する因子は多様であるが，そのうち

の1つに根粒の大きさがある。そして，品種間では根粒の

大きさが違うことが知られているり。根粒の大きさはガス

拡散抵抗に影響することで窒素固定に影響する。しかし．

根粒が大きいことは，窒素固定酵素（ニトロゲナーゼ）を

破壊する酸素が入りにくくなるという長所と，基質である

窒素や呼吸に必要な酸素が入りにくくなり，ニトロゲナー

ゼを阻害する反応副産物の水素が内部に蓄積しやすくなる

という短所の両面が考えられ，どちらに働くかについては

不明である。

そこで，根粒の大きさの違う2つの品種を用いて，根粒

の大きさと窒素固定活性の関係について調べた。

2　試　験　方　法

（1）栽培方法

ダイズ品種トヨスズとキタムスメを1／5000aポットで

土耕栽培した。土は，市販の粒状成形された培養土で，本

実験に使用する前にコム半を栽培し窒素を減じたものを用

いた。1品種当たり6本ずつとした。これらにダイズ根粒

菌（AlO17）を5日間酵母エキスーマニトール培地で培養

したものを播種時に接種し，温室（20～30℃，自然光）内

で生育させた。播種後61日目に採取し，その根系を窒素固

定活性測定のために，直ちにアセチレン還元法に供試した。

（21窒素固定活性の測定

窒素固定活性の測定は，アセチレン還元法により行っ

た2）。タイズの根系をlLのテドラーバッグに入れ，これに

900Ingの空気と100mgのアセチレンを注入した。約1時間25

Ocで培養後，気相を0．4mg取り出し．ガスクロマトグラフイ

を用いて気相中のエチレン量を測定した。測定後，根粒を

取り出しその数と重さを計測した。

3　試験結果及び考察

供試品種の根粒重と根拉致を表1に示した。トヨスズの

全根粒数はキタムスメのそれに比べて約0．6倍と少なかっ

たが，平均根粒垂はキタムスメの約2倍と大きな根粒を着

生した。これらの差は有意であった。根粒の数と大きさは

逆の関係にあり，根粒の大きさは板拉致に従属していると

考えられている。トヨスズの全根粒重は，キタムスメのそ

れの約1．3倍であった。植物休の乾物重は，どちらもほぼ

等しく，光合成量などのエネルギー供給に関わる因子は窒

素固定活性に関係していないと考えられた。

裏1根粒重及び根粒数

全般拉致　全根粒重　平均根粒重　植物体重

（g・dw）（ng・dw）（g・dw）

キタムスメ　213．3（28，追）0．93（0．13）　4．37（0．67）　25．42（1朋

トヨスズ　142．3（45．48）1，22（0，19）　9．07（2．鵬）　24．％（2．鵬）

注．（）内は標準誤差（危険率5％）

アセチレン還元活性の結果を表2に示した。大きい根粒

を着生するトヨスズの方が，根粒重当たりのアセチレン還

元活性が約1．3倍高かった。ただし，測定値の変動が大き

く有意差は認められなかったが，どちらの平均値も互いの

信頼区間の端に近いところにあることから，測定点数を増

すことによって有意な差となることが推定された。根粒が

大きいほど窒素固定活性が高いことはシロクローバでも報

告されている1）。本実験の結果はダイズでも同様の現象が

見られることを示した。

表2　窒素固定活性（アセチレン還元活性）

アセチレン還元活性（m mol／h／

キタムスメ　　　　　　　　13．5（4．7）

トヨスズ　　　　　　　　　17．4（5．2）

注．（）内は槙準誤差（危険率5％）

大きい根粒で窒素固定活性が高かったのは．根粒が大き

いほど酸素濃度が低い部分が増え，それによってニトロゲ
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ナーゼが発現できる部分が増えたためと考えられる。基質

の窒素や呼吸に必要な酸素が低下するといった負の要因は，

ニトロゲナーゼの阻害に比べて影響が小さいようである。

この結果は，全根粒垂が同じならば根粒の大きい品種を選

んだほうが窒素固定能を高められることを示している。

4　ま　　と　　め

大きさの違う根粒を着生する2つのダイズ品種，トヨス

ズとキタムスメを用いて，根粒の大きさと窒素固定能の関

係を調べた。根粒重当たりの窒素固定活性は，根粒が大き

いトヨスズの方で高かった。このことから，育種的に窒素

固定能を高めていくためには．根粒の大きい系統を選んだ

ほうがよいと考えられる。
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